
平成２４年度 第４回

公共事業評価監視委員会

［資料 ５ ］

地域自主戦略交付金事業
林道北股弓手原線

野迫川村（建設課）

１．再評価対象事業一覧表

２．事業評価項目一覧表

３．説明資料



平成24年度　再評価対象事業一覧表（第 4 回委員会）

種別 補助事業名 河川・道路名等 事業区間
事業採択

年度
用地着手

年度
工事着手

年度
全体事業費
(百万円)

総投資額
H23年度末
(百万円)

事業概要
（事業進捗状況等）

対応方針
(案)

林道
地域自主戦
略交付金

北股弓手原線 野迫川村北股・桧股 Ｈ８ Ｈ８ 2,434 1,914
路線延長：５，７８４ｍ
進捗率：８３．４％

継続



事業評価項目一覧表

事 業 名 地域自主戦略交付金 事業主体 野迫川村

河川･道路名等 北股弓手原線 事業箇所 野迫川村北股・桧股

評 価 項 目 及 び 評 価 内 容

事業の目的及び必要性

□目的

道路交通網の構築を図り、生活環境基盤の整備を行う。森林施業の推進、林業

生産性の向上及び保育作業の労働条件緩和を図る。

□必要性

峰越しに結ぶ林道であり、道路交通網の骨格となる。

長期にわたる森林の整備、また村内道路網の整備を図る。

事業策定の経緯

□当時の状況

北股と桧股、弓手原間の集落の往来に時間を要していた。

林業従事者は、保育等の森林整備に徒歩通勤を余儀なくされていた。

□着手までの経緯

生活道路、森林整備、木材搬出のために平成８年度より着手。

地元住民及び森林所有者の強い要望があった。

事業の効果(費用対効果や施策的な効果など)

□計画時の効果

道路網の整備により、村の活性化が図られる。

森林整備の推進と山林への通勤時間の短縮と安全を図る。

□現時点の効果 （費用対効果：１．３５）

森林の保育作業が推進されている。

通勤等、林業就労者の労働条件が改善されている。

事業の進捗状況(着手時からの社会経済情勢の変化、事業の問題点、克服度など)

□進捗状況

平成２３年度末の進捗率は８３．４％（完成4,824m / 計画5,784m）

□執行の遅延及び原因

村の財政状況が厳しく、必要な事業費が確保できなかった。また紀伊半島大水

害を始めとする大雨によって既設路線が被災し、工事期間が十分に確保できな

かった。

事業進捗の見込み

□進捗の対策

平成２６年度までに６４０ｍ開設し、翌年度よりトンネル工事を実施する。

□進捗の見込み

平成２８年度事業完了予定

事業の対策

平成２８年度の完成を目標に早期の事業完了に努める。

その他

□関係機関等の意向

地元住民、森林組合より早期完成の要望がある。

□関連事業の有無

無し
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１．路線の現況
２．事業効果
３．今後の方針

林道北股弓手原線
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１．路線の現況

（１）全体計画
（２）森林資源の概要



3

（１）全体計画 ①当初計画（事業開始時：Ｈ８）１．路線の現況

利用区域 計画線形

事業開始時（Ｈ８）の計画

開設延長

Ｌ＝５，７８４ｍ

１工区

起点

終点

２工区

桧股

北股



4

（１）全体計画 ②前回事業評価時の計画（Ｈ１８）

新規開設Ｌ＝５，７８４ｍ

Ｈ１９～Ｈ２３
２，６５９ｍ完成予定

前回事業評価時（Ｈ１８）の計画

H8～18  1工区
2,126m完成

幅員を４．０ｍ
に縮小

変更

H8～18  2工区
1,000m完成

Ｈ１８まで ３，１２６ｍ完成

事業期間 Ｈ８～Ｈ１８→Ｈ２３

１．路線の現況

１工区

起点

終点

２工区

（１）全体計画 ②前回事業評価時の計画（Ｈ１８）１．路線の現況
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（１）全体計画 ③事業進捗状況（Ｈ８～Ｈ２３）

Ｈ23まで ４，８２４ｍ完成

残延長 960m

１．路線の現況

１工区

起点

終点

２工区

前回事業評価（Ｈ１８）以降の実績

新規開設Ｌ＝５，７８４ｍ

トンネル

L=250m

○豪雨災害による既設路線の復旧工事
○前回事業評価以降の村の財政状況の悪化 事業進捗の遅れ

（１）全体計画 ③事業進捗状況（Ｈ１９～Ｈ２３）１．路線の現況

2工区
618m完成

1工区
1,080m
完成
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（２）森林資源の概要

人工林６０年生以下

人工林６１年生以上

天然林

人工林計

１８７．２８ha

６３％

①森林資源の内訳

６０年生（１２齢級）以下の森林は下刈りや間伐等の保育作業が必要

１．路線の現況

出典）奈良県林業振興課資料

37%
153.34ha

52%

33.94ha
11%

108.85ha
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北股弓手原線　人工林　齢級別面積
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②人工林齢級別面積１．路線の現況 （２）森林資源の概要

１２齢級以下
１５３．３４ha
８１．９％

１３齢級以上
３３．９４ha
１８．１５％

１２齢級 （ ６０年生）以下の保育が必要な人工林が８１．９％
出典）奈良県林業振興課資料
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２．事業効果

（１）林業施業の推進
（２）幹線道路としての役割
（３）迂回道路としての役割
（４）費用対効果について
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２．事業効果 （１）林業施業の推進 ①間伐実績

天然林

間伐実施予定人工林

間伐実施済人工林

整備済道路の周辺で着実に間伐が実施されている

事業開始（Ｈ８）以降の間伐実績

9
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間伐前の山林

（１）林業施業の推進

間伐後の山林

２．事業効果 ②間伐実施事例
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（２）幹線道路としての役割 ①道路整備状況－１

村内道路配置

２．事業効果

桧股

弓手原

上垣内

北股

北今西

大股

平

立里

国道
高野龍神

スカイライン

ホラ谷立里線

県道

林道

村道

国道

国道・集落間の
幹線道路として

十分な道路幅員を確保

林道北股弓手原線林道北股弓手原線

幅員４～５ｍ幅員４～５ｍ

県道川津高野線

幅員幅員３ｍ３ｍ

県道高野辻堂線

幅員幅員３ｍ３ｍ

拡幅工事の
進捗が遅れている

道路幅員が狭く、
通行に支障
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今井
平川

作原
中

上 池津川
紫園

中津川

立里
上垣内

大股

北今西
弓手原

桧股

北股

高野町

龍神村

五條市
大塔町

橋本市

（２）幹線道路としての役割 ①道路整備状況－３

県道

林道

村道

国道

五條市
大塔町

十津川村
川津

上

中 柞原
平川

今井

池津川
紫園

中津川

立里
北股

桧股

弓手原
北今西

大股

平

２．事業効果

高
野
龍
神
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

林道
北股弓手原線
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高
野
龍
神
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

（２）幹線道路としての役割 ②役割１ 生活道路としての利用

立里

小学校

上垣内

デイサービス

北股

弓手原

ルート①
国道を経由（最短ルート）

13.1ｋｍ 30分要する

ルート②
林道北股弓手原線を利用

9.4ｋｍ 15分要する

15分の短縮が可能

桧股集落

商店

２．事業効果

① ②

桧股

役場
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立里荒神社

（２）幹線道路としての役割 ③役割２ 観光道路としての利用

北股

上垣内

立里

熊野古道 小辺路

大股

アジコ谷別荘群

弓手原 北今西

桧股
平

維盛の里

ホテルのせ川 ４ＷＤランド

キャンプ場

熊野古道小辺路

２．事業効果

高
野
龍
神
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
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（３）迂回道路としての役割 ①北股弓手原線の開通により

上垣内

北股

平

林道
北股弓手原線

北股・平の間の村道が通行止めとなった場合でも
北股弓手原線を迂回路として利用可能

２．事業効果

高野町

五條市
大塔町

立里

高
野
龍
神
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

桧股

弓手原 北今西
大股

龍神村

県道

林道

村道

国道
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（４）費用対効果について２．事業効果

○総 費 用 ： ３，３６７百万円
○総 便 益 ： ４，５７５百万円

総便益額のうち、主な効果

木材生産便益
１９９百万円

森林整備経費
縮減等便益

３，８１０百万円

一般交通便益
３４１百万円

災害等軽減便益
２２５百万円

【参考】
前回評価時(H18)
B/C＝1.23

※費用対効果について林野庁の定める「林野公共事業における事前評
価マニュアル」を適用

費用対効果
（Ｂ／Ｃ） ＝ １．３５
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３．今後の方針

（１）全体計画の見直し
（２）コスト縮減
（３）紀伊半島大水害からの復旧・復興



18

（１）全体計画の見直し

９６
０ｍ

７０
ｍ

３２
０ｍ

３２
０ｍ

２５
０ｍ

Ｈ２
５

Ｈ２
６

Ｈ２
７

Ｈ２
７～

Ｈ２
８

トン
ネ
ル

前回計画

事業期間 Ｈ8～Ｈ23

全体延長 5,784ｍ

全体事業費 2,998,000千円

年度別開設延長

３．今後の方針

計画見直し

事業期間 Ｈ8～Ｈ28

全体延長 5,784ｍ

全体事業費 2,435,000千円
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（２）コスト縮減の取組

●平成１９年度から幅員を５．０ｍから４．０ｍに縮小 → 引き続き実施

開設単価の推移（千円／ｍ）

566 559

787

376
433 448

368 359
398 418

487

329 344
296 304

216

0

200

400

600

800

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

開設単価 ４５１千円／ｍ（Ｈ８～Ｈ１８） →２９７千円／ｍ（Ｈ１９～Ｈ２３）

幅員４．０ｍ幅員５．０ｍ

●効率的な線形の採用、構造物の経済比較の徹底 →引き続き実施

●平成２７年度から着工予定のトンネルについては、トンネル区間の延長短縮を検討

３．今後の方針 （２）コスト縮減の取組３．今後の方針
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北股

桧股

２．事業効果 ①紀伊半島大水害の被災状況

桧股地区 林道災害

北股集落

紀伊半島大水害による被災状況

北股遠景北股集落

（３）迂回道路としての役割

林道災害

（３）紀伊半島大水害からの復旧・復興！３．今後の方針
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今井
平川

作原
中

上
池津川

紫園

中津川

立里

上垣内

紀伊半島大水害時の
交通網寸断状況

（３）迂回道路としての役割 ②交通路網の寸断状況

上垣内

上

中 柞原
平川

今井

池津川
紫園

中津川

立里北股

桧股

弓手原 北今西 大股

平

林道

北股弓手原線

高野町

龍神村

五條市
大塔町

橋本市

五條市
大塔町

十津川村
川津

２．事業効果

高
野
龍
神
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

県道

林道

村道

国道

（３）紀伊半島大水害からの復旧・復興！３．今後の方針
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（３）紀伊半島大水害からの復旧・復興！

野迫川村では「安全・安心で、夢が語れる、夢が持てる村づくり」をスローガンとし、
昨年の紀伊半島大水害からの復旧・復興に全力で取り組んでいます。

林道北股弓手原線は、基幹産業である林業の振興だけでなく、

地域の幹線道路として安心・安全な村づくりに貢献します。

開通までの残延長が１ｋｍ未満となった当林道の全線開通は、

紀伊半島大水害からの復旧・復興のシンボル的な存在として

多くの村民が早期の完成を願っています。

林道北股弓手原線の平成２８年度全線開通に向け事業を継続してまいります。

復興住宅 支援者との交流

３．今後の方針 （１）全体計画の見直し３．今後の方針 （３）紀伊半島大水害からの復旧・復興！３．今後の方針




